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１．協会けんぽにおけるジェネリック医薬品
使用割合の現状
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ジェネリック医薬品使用割合の推移（全国）
協会けんぽ加入者のレセプトデータを基にしたもの。以後、同様。

令和4年8月時点での、協会けんぽのジェネリック医薬品使用割合は81.1％。
使用割合については伸び率が鈍化傾向にある。
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ジェネリック医薬品使用割合（都道府県別）

令和4年８月時点で、山形県は84.9％で全国4位。東北地方では岩手県に続き2番目。
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保険者名 使用割合
全国健康保険協会山形支部 84.0％
山形県（国民健康保険） 84.0％
山形県医師国民健康保険組合 69.5％
山形県歯科医師国民健康保険組合 81.6％
山形県建設国民健康保険組合 84.5％
山形銀行健康保険組合 84.3％
きらやか健康保険組合 86.7％
山形県自動車販売健康保険組合 82.6％
フィデア健康保険組合 83.6％
山形県市町村職員共済組合 83.1％
山形県後期高齢者医療広域連合 82.8％

参考「保険者別の後発医薬品の使用割合（令和４年３月診療分）」出典:厚生労働省



ジェネリック医薬品使用割合の推移

・ジェネリック医薬品全体でみると、数量シェアは品質問題が顕在化以降も増加傾向。
・ただし、一部の医薬品で供給不足や欠品も生じ、伸びは鈍化している。

ジェネリック医薬品使用割合の推移

80.1 

83.0 
84.4 84.2

84.9

76.1 

79.0 

80.6 80.4 81.1 

65.0

70.0

75.0

80.0

85.0

90.0

H
31.4

R
1.5

R
1.6

R
1.7

R
1.8

R
1.9

R
1.10

R
1.11

R
1.12

R
2.1

R
2.2

R
2.3

R
2.4

R
2.5

R
2.6

R
2.7

R
2.8

R
2.9

R
2.10

R
2.11

R
2.12

R
3.1

R
3.2

R
3.3

R
3.4

R
3.5

R
3.6

R
3.7

R
3.8

R
3.9

R
3.10

R
3.11

R
3.12

R
4.1

R
4.2

R
4.3

R
4.4

R
4.5

R
4.6

R
4.7

R
4.8

山形

全国

（％）

医科、DPC、歯科、調剤レセプトを対象

5



85.7
84.9

79.7
82.8

89.1

86.5

75.9 75.7

61.9 61.4

85.7

86.9

50

55

60

65

70

75

80

85

90

95

R3.8 R3.9 R3.10 R3.11 R3.12 R4.1 R4.2 R4.3 R4.4 R4.5 R4.6 R4.7 R4.8

医科入院

(医科レセ)

(DPCレセ)

医科入院外

歯科

調剤

診療種別ジェネリック医薬品使用割合の推移

・全体数量の多い「調剤」において1.2％の伸びが見られる。

診療種別ジェネリック医薬品使用割合の推移
（％）

医科、DPC、歯科、調剤レセプトを対象
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年齢階級別ジェネリック医薬品使用割合の推移

・低年齢層においては全国同様使用割合が低い傾向にある一方、他の年齢層においては全国平均を大きく上回って
いる。

年齢階級別ジェネリック医薬品使用割合（令和4年8月分）
（％）

医科、DPC、歯科、調剤レセプトを対象
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年齢階級別構成割合（後発医薬品のある先発医薬品の数量+後発医薬品の数量）
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薬効分類別ジェネリック医薬品使用割合の推移

・山形支部のジェネリック医薬品使用割合は、ほとんどの薬効分類おいて全国平均を上回っている。

薬効分類別ジェネリック医薬品使用割合
（％）

医科、DPC、歯科、調剤レセプトを対象
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薬効分類別構成割合（後発医薬品のある先発医薬品の数量+後発医薬品の数量）
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ほとんどが、消化性潰瘍用薬によるもの

解熱鎮痛消炎剤による影響が大きい

薬効分類別ジェネリック医薬品使用割合の推移

・数量シェアが大きい医薬品では、中枢神経用薬は数量シェア、ジェネリック医薬品使用割合とも増加し、消化器官用
薬はいずれも減少している。

薬効分類別ジェネリック医薬品使用割合
（％）

医科、DPC、歯科、調剤レセプトを対象
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（１） 小児世代におけるジェネリック医薬品
使用割合

２．課題の分析
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ジェネリック医薬品使用割合（年齢階級別）令和4年8月診療分の医科、DPC、歯科、調剤レセプトを対象

・ジェネリック医薬品使用割合トップ10の支部において、0～14歳までの使用割合を同年代の全国平均と比較す

ると、使用割合は支部ごとにばらつきが見られるが、山形支部においては、小児・若年層における使用割合は上位

の支部に比べ、全国平均との差が小さい。
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・0～6歳の市町村別ジェネリック医薬品使用割合を、R2年10月とR3年10月とで比較すると、新庄市の伸び率

が最も高く、使用割合は寒河江市が最も高い。

・7～14歳の区分では、鶴岡市の伸び率が最も高く、また、使用割合は寒河江市が最も高い。
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15歳未満の子どもがいる親に向けた広報チラシの配布（山形市・米沢市・鶴岡市・酒田市との共同事業）

年間配布数量

山形市 32,000部

酒田市 12,000部

鶴岡市 13,000部

米沢市 9,500部

こども医療証更新時や、小中学校、幼保育施設を通じて、ジェネリック医薬品に関することだけではなく、

「こども医療費」の仕組みをお知らせすることで、医療保険制度は保険料や税の負担により成り立っている

ことを知っていただき、15歳未満の子どもがいる親の行動変容を促す。



（２） ２次医療圏毎の
ジェネリック医薬品使用割合
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2次医療圏別の医薬品処方数量 令和3年10月診療分の医科、DPC、歯科、調剤レセプトを対象

・医薬品処方数量を構成割合でみると調剤（病院・診療所）が全体の約8割を占める
（数量構成割合:約80.1％）
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医科入院
（病院）

医科入院
（診療所）

医科外来
（病院）

医科外来
（診療所）

調剤
（病院）

調剤
（診療所）

構成割合（％） 1.55 0.03 2.70 15.62 23.10 57.01

※端数処理の関係上、合計が一致しない場合がある。

※医科外来・・・院内処方
調剤 ・・・院外処方
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2次医療圏別の診療種別ごとの特徴
※平均乖離影響度は、各要素（各診療種）ごとの自都道府県平均からの乖離が、自都道府県全
体のジェネリック医薬品使用割合に与える影響を示す。例えば、影響度が-1.0ならば、当該診療種が
自都道府県全体のジェネリック割合を1.0ポイント引き下げている。

地域ごとにジェネリック医薬品使用割合を引き下げている要因に特徴がある。

16

（令和3年10月診療分の医科、DPC、歯科、調剤レセプトが対象）

村山 最上 置賜 庄内 県平均 全国平均（参考）
医科入院（病院） 85.4 83.1 88.9 89.5 86.7 85.8
医科入院（診療所） 71.2 - 95.8 82.9 74.7 62.9
医科外来（病院） 65.0 77.3 83.3 77.5 70.6 67.3
医科外来（診療所） 75.6 88.3 83.2 74.0 77.0 68.2
調剤（病院） 81.4 88.2 82.2 86.1 83.1 82.1
調剤（診療所） 87.1 84.4 87.3 87.6 87.1 83.1
全体 83.2 85.7 85.4 85.0 84.1 80.3

2次医療圏別ジェネリック医薬品使用割合
（数字は％）

※赤枠は、数量が多く
県平均を下回っている
項目

※医科外来・・・院内処方
調剤 ・・・院外処方



2次医療圏別のジェネリック医薬品使用割合（院外処方）と一般名処方割合

庄内地域においては、一般名処方割合が高く、また、ジェネリック医薬品使用割合も高い。
村山地域の病院においては、いずれも相対的に低い傾向にある。
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山形県 90.5%

村山 90.6%

最上 90.3%

置賜 90.1%

庄内 90.7%

（参考）
一般名処方のある調剤レセプト限定の
ジェネリック医薬品使用割合（令和3年10月）



対策案

対策

製薬会社・団体 品質と安定供給の確保、積極的な情報の提供を依頼

県民 正しい情報の提供と、ジェネリック医薬品の使用促進が医療保険財政の改善につながることの周知

医療機関 一般名処方への協力を呼びかけ

ジェネリック医薬品の使用割合には年齢差、地域差、保険者別に特徴がみられる。使用促進には、
ジェネリック医薬品に対する信頼の回復が求められるとともに、下記のような対策が必要と考えられる。
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